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報告事項―４ 

（生涯学習総務課） 

町田市文化財保護審議会からの答申について 

 

 

 ２０２４年１２月２３日付けで、町田市文化財保護審議会に「町田市登録有形

民俗文化財の登録について」を諮問し、２０２５年２月２０日に答申をいただき

ました。 

概要は以下のとおりです。 

 

１ 諮問事項 

  町田市登録有形民俗文化財の登録について 

 

２ 答申の内容 

 「成瀬の天狗型道祖神（３基）」は、町田市文化財保護条例第３７条第１項（３）

に規定する町田市登録有形民俗文化財に該当する。 

 

３ 町田市登録有形民俗文化財に該当する理由 

「成瀬の天狗型道祖神（３基）」は、成瀬地区に存在する１７００年代に造塔さ

れた、正面に天狗の像容を配した３基の単体像道祖神塔です。 

３基の天狗型の道祖神塔が同地区内に存在することからは、成瀬地区に固有の

道祖神信仰があったことがうかがい知れます。 

天狗の像容が刻まれた道祖神塔は、全国でも他に例がなく、さらにそれらが３

基同一地区に存在していることは、たいへん希少性が高く文化的価値が高いとい

えます。 

また、本件の３基の道祖神は、市内に残存する１７００年代前半に造塔された

時代の古い単体像の道祖神塔としても貴重なものであるといえます。 

以上のことから、「成瀬の天狗型道祖神塔（３基）」は、町田市固有の地域の歴

史、文化を理解する上で、また全国的に見ても、石造物としての文化財的価値が

高いものとして、保護・保存するに値するものであるといえます。 
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